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さあ、２月！！
さて、２月は古い暦の呼び方で「如月（きさらぎ）」と言います。如月の

ことを「寒さのために衣を重ねるところから、キサラギ、キヌサラギ（衣更
着）との意味］などということもあるようです。旧暦では３月の頃をいって
いるわけですし、春の芽吹きを表しているのでしょう。

また「節分」は、季節のわかれめということで、１年に４回、立春・立夏・立秋・立冬の前
日に、それぞれ「節分］があります。しかし、冬から春への「節分」だけが残っています。厳
しい寒さの冬にとじ込められ､春を待ち､すべてが活動し始めることを待ち望んでいるというこ
とがよくわかります。２月４日は立春です。春の始まりです。その前の日（３日）が節分となりま
す。昔はお正月がこの時期で、新しい年を迎えるに当たって、鬼を追い出そう
と豆まきをします。この豆は大豆でとても生命力があるからこの豆で悪い鬼を
追い出します。また、悪い鬼が入ってこないように玄関にヒイラギ、鰯の頭を
つけたものをおきます。心の中のイヤな鬼も節分に豆をまいて追い出しましょう。
全国的にインフルエンザが流行っています。子どもの健康管理はもち

ろんですが,ママの健康管理もしっかりお願いしますね。
～子育てワンポイントアドバイス～ －子どもに寄り添う－

子どもが自立しはじめる幼児期には、直接手をかけてやることを少なくし子
ども自身に任せることを増やしていくことが大切です。だからこそ、“目”も
“心”をしっかりと子どもに向けて、今は何が必要な手助けなのかをしっかり
と考えて対応することが重要です。なんでも自分でやりたがるこの時期「勝手

にやりなさい。」と放っておくのではなく、「見守り・励まし・認めて」、自分で
“できた”という満足感を味わわせるようにしましょう。「これなあに？」を次
々たずねるのも、「反抗期」と呼ばれる強い自己主張が見られるのも、この時期
です。子どもの気持ちを「探り・くみとり・ていねい」に対応じながら、親子の
かかわりを深めていきましょうね。

第7回「ママカフェ」 11日(木)
この日は、雪が降っていた

ので、参加していただけるか
なあと思っていましたが、な
ん と ２ 組 の 参 加 が あ り ま し
た 。 (^_^ )vスタッフと一緒にゆ
っ く
り さ

れたことと思い
ます。本当にあ
りが と う ご ざ い
ました！

｢子育て講話」25日(木)
子育て支援アドバイザーの黒木由美先生

からお話をしていただきました。子どもに“安心
感・信頼感”を持たせることが愛着形成につな
がります。そのための子どもとの関わり方に
ついて、読み聞かせ・歌・リズム遊びなどを通

し、お話を聞くことができました。
参加された方からは、「『自助』､『共

助』､『公助』の言葉が心に響きまし
た。母親の育児を肯定してくださる温
かい言葉が心地よかったです。」など
好評でした。


